
佐
世
保
本
店
ビ
ル
で
は
建
物
全
体
を
通

じ
て
楕
円
の
デ
ザ
イ
ン
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

て
い
ま
す
。天
井
照
明
、天
窓
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ

タ
ン
、鏡
な
ど
、建
物
の
中
に
あ
る
楕
円
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、白
井
晟
一
は
エ
ン
ブ
レ
ム
の

デ
ザ
イ
ン
に
も
秀
で
た
建
築
家
で
す
。建
物
に
は

親
和
銀
行
専
用
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。白
井
晟
一
が
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜

い
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、見
る
も
の
を
惹
き
つ
け
、

そ
の
美
し
さ
と
深
遠
さ
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。

建
物
の
特
徴
は
？

十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
ビ
ル（
旧
親
和
銀

行
本
店
）は
、建
築
家
・
白
井
晟
一
の
代
表
作
で
す
。１
９

６
７
年
の
第
１
期（
本
館
）、１
９
６
９
年
の
第
２
期（
本

館
）、１
９
７
５
年
の
第
３
期（
懐
霄
館
）に
わ
た
っ
て
、延

べ
10
年
を
超
え
る
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。現

在
も
十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
営
業
部
の
窓
口
と

し
て
機
能
す
る
第
１
期
棟
は
、黒
い
円
柱
の
上
に
白
い
大

理
石
の
塊
が
載
る
特
徴
的
な
建
物
で
す
。こ
れ
は
、１
９

５
５
年
、白
井
が
誰
か
ら
も
頼
ま
れ
ず
に
取
り
組
ん
だ
原

爆
・
核
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
美
術
館
構
想「
原
爆
堂

計
画
」が
そ
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
建
物
で
す
か
？

高
さ
約
40
ｍ
、11
階
建
て
、ま

る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
よ
う
な
巨

大
な
塔
で
す
。１
９
７
５
年
の
竣
工
当

時
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た

電
算
事
務
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。外
壁
工
事
に
あ
た
っ
て
は

１
日
１
段
、職
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

一
つ
一
つ
８
カ
月
の
時
間
を
要
し
て
積

み
上
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
い
し
ょ
う
か
ん

懐
霄
館
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ケ
ー
ド
街
か
ら
外
観
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
や
、佐
世
保
本
店
営
業
部
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
く

こ
と
は
可
能
で
す
。し
か
し
、現
役
の
建
物
で
あ
る
為
、

佐
世
保
本
店
の
内
部
や
懐
霄
館
は
一
般
公
開
し
て
お
り

ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
、佐
世
保
本
店
営
業
部
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
展
示
ス
ペ
ー
ス「
白
井
晟
一
と
親
和
銀

行
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。本
ス
ペ
ー
ス
で
は
、普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
建
物
内
部
の
写
真
も
展
示
し
て
い
ま

す
。入
場
無
料
・
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。本
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
通
じ
て
、佐
世
保
と
共
に
歩
ん
で
き
た
佐
世

保
本
店
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

展示スペース「白井晟一と親和銀行」
住所：長崎県佐世保市島瀬町10-12

開放時間：平日7：00～23：00、土日祝8：00～21：00
（ATMコーナーと同じ）
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家
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せ
い
い
ち

白
井
晟
一

は
ど
ん
な
人
？

Q

白
井
晟
一（
１
９

０
５
年
〜
１
９
８
３
年
）

は
、京
都
市
出
身
で
す
。

和
風
と
洋
風
の
建
築
が

融
合
し
た
独
特
な
作
風

で
、「
哲
学
の
建
築
家
」と

も
称
さ
れ
ま
す
。

前
川

山
本

山
本

山
本

前
川

前川 雄紀（まえかわ・ゆうき）
佐世保県北本部
主任調査役
■趣味：ゴルフ
■休日の過ごし方：テレビで野球
観戦

山本 康一（やまもと・こういち）
佐世保県北本部
■趣味：釣り
■休日の過ごし方：釣りに行って
います!

今月の表紙になった建物をご紹介します!

表紙
佐世保本店ビル 懐霄館

十八親和銀行

今月の

楕円の夜間金庫 ラテン語のメッセージ

11階 佐世保港を見渡せる展望室。船の操舵室を模した佐世保らしい意匠

私たちが
お答えします!

右から本館第1期、本館第2期、後ろの高層建築が懐霄館

親
和
銀
行
の
前
身
・
旧
佐

世
保
商
業
銀
行
本
店
表
通
り
に
使

用
さ
れ
て
い
た
き
し
ざ
き 

や 

こ
う

岸
崎
夜
光
の
レ
リ
ー

フ
は
白
井
晟
一
の
意
向
に
よ
り
、本

館
４
階
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
川

4階の屋外レリーフ

9階ホール。照明は円形のデザインを採用 エントランスホールには「泉」を設置。波紋のような絨毯も特徴的

心地よい空間のサロン。竣工時は美術品が飾られていた 壁ではなく、金属のボールチェーンを吊り下げて空間を区切る手法

本
館
の

お
客
さ
ま
用
階

段
は
、下
か
ら

上
ま
で
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い

継
ぎ
目
の
な
い

手
す
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

山
本

ゆるやかな曲線が続く螺旋階段

曲
線
が
美
し
い

螺
旋
階
段
に
注
目

懐霄館のエンブレム 装飾の施された丸鏡

建
物
の
見
学
は
で
き
ま
す
か
？

Q

レ
リ
ー
フ
を
移
設

かいしょうかん
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佐
世
保
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店（
旧
親
和
銀
行
本
店
）

は
建
築
家・白
井
晟
一
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
の
建
築
家
と
し
て
の
歩
み
は
、日
本

画
家
で
あ
っ
た
義
兄
、こ

ん 

ど
う 

こ
う
い
ち 

ろ 

近
藤
浩
一
路
の
自
宅

兼
ア
ト
リ
エ（
※
１
）の
設
計
打
ち
合
わ
せ
を
担

当
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、個
人

住
宅
か
ら

ぜ
ん
し
ょ
う
じ 

善
照
寺
本
堂（
東
京
都
）、秋
ノ
宮

村
役
場（
秋
田
県
）、渋
谷
区
　
し
ょ
う
と
う
　

立
松
濤
美
術
館

（
東
京
都
）な
ど
の
公
共
建
築
ま
で
幅
広
く

手
掛
け
て
い
き
ま
す
。ま
た
そ
の
一
方
で
、書

籍
装
丁
の
仕
事
や 

こ
　
し 

こ
ん
げ
ん

顧
之
昏
元
と
号
し
た
書
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
、独
自
の
美
意
識
に
基
づ
い
た

多
彩
な
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
の
建
築
で
は
、１
９
６
３
年
に
東
京

支
店（
旧
親
和
銀
行
東
京
支
店
、現
存
せ
ず
）

（
※
２
）と
大
波
止
支
店（
長
崎
市
）、３
期
10

年
に
及
ぶ
大
工
事
を
経
て
１
９
７
５
年
に
完

成
し
た
佐
世
保
本
店
・
懐
霄
館（
旧
親
和
銀

行
本
店
）が
白
井
の
設
計
に
よ
り
建
設
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
当
行
と
白
井
の
縁
は
、広
い
交

友
関
係
を
持
つ
白
井
の
義
兄
で
あ
る
近
藤
が
、

旧
親
和
銀
行
の
き
た 

む
ら 

と
く 

た 

ろ
う

北
村
徳
太
郎
会
長
に
白
井

を
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）後
に
所
有
者
が
変
わ
り
、「
河
村
邸
」と
し
て
紹

介
さ
れ
る
建
物

（
※
２
）銀
座
に
建
設
さ
れ
た
。所
有
者
が
変
わ
っ
た
後
、

２
０
０
６
年
に
解
体

　
当
館
が
所
蔵
す
る
美
術
品
の
多
く
は
昭

和
期
に
収
蔵
さ
れ
、懐
霄
館
の
展
示
室
な
ど

で
公
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。そ
の
中
で

4 15

3 2

6

親和銀行本店完成図　作画：竹中工務店

近藤浩一路《渓の音》　当館での展示風景

建
築
家
・
白
井
晟
一

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵

白
井
晟
一
関
連
作
品

1.2.3.昨年開催した特別企画展「白井晟一と親和銀行～邂逅する作品たち」展示風景。2.3.の展示作品は全て白井晟一建築研究所（アトリエNo.5）所蔵 ／
4.白井晟一の書3点（当館所蔵）／5.6.北村徳太郎会長の書（当館所蔵）

白井晟一による親和銀行建築

白
井
晟
一
関
連
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に

は
、《
本
店
完
成
図
》（
作
画
：
竹
中
工
務

店
）、《
大
波
止
支
店
設
計
図
》、白
井
晟
一

の
書《
澄
霊
》、近
藤
浩
一
路
の
大
作《
渓
の

音
》な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
で《
本
店
完

成
図
》（
左
絵
参
照
）を
見
て
み
る
と
、画
面

右
端
に
第
１
期（
本
館
）、左
端
に
第
２
期（
本

館
）が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
背
後

に
聳
え
る
第
３
期
の
懐
霄
館
は
ま
だ
描
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。そ
し
て
本
図
の
右
端
は
現
在
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、当
時
は
車
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昨
年
に
開
催
し
た
特
別
展「
白
井
晟
一
と

親
和
銀
行
〜
邂
逅
す
る
作
品
た
ち
」で
は
、こ

れ
ら
当
行
の
所
蔵
品
に
加
え
て
、白
井
晟
一

建
築
研
究
所（
ア
ト
リ
エ
Ｎｏ
．５
）か
ら
お
借

り
し
た
、銀
行
名
の
レ
タ
リ
ン
グ
原
画
や
原

爆
堂
計
画
の
初
期
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
貴
重
な
作

品
資
料
を
展
示
、公
開
し
ま
し
た
。

　
白
井
に
よ
る
一
連
の
親
和
銀
行
建
築
と
当

館
に
残
る
美
術
品
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、半

世
紀
の
時
を
越
え
て
伝
わ
る
奇
し
き
巡
り
あ

わ
せ
が
見
え
て
き
ま
す
。

（
十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
　
藤
松 

綾
子
）

大波止支店建設時に白井晟一がデザインしたとされる灰皿
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佐
世
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市
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中
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置
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八
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世
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銀
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井
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う 

こ
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濤
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。
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５
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懐
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友
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介
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※
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介
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０
０
６
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収
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